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千 代 田 区永 田 町2－1－1

◇ 国 会 議 事 堂 前 駅 （丸 の 内 線 ・千 代 田線 ）① 番 出 口 よ り下車5分 、

永 田 町 駅 （有 楽 町 線 ・南 北 線 ） ① 番 出 口よ り下 車2分 。 当 日、

午 後1時 よ り、 議 員 会 館 玄 関 に て 、 通 行 証 を差 し上 げ ます 。 時

刻 前 に到 着 され た 方 は、 恐 縮 です が 、金 属探 知 機 通 過 後 、 受付

脇 の ロビー にて お待 ち くだ さい 。 会議 開始 後 に お越 しの方 は 、

受 付 に 「第3会 議 室 に 行 き た い 」 旨 、 お 伝 え 下 され ば、 お 迎 え

に まい ります 。

議 題t、 最近の教 育改革 につ いて想 う

挨拶 若林 克彦部会長 （国士舘大学元学長）

2、 要請書具体案 の検 討 （最終審 議）

解説 若林克彦部会 長

報 告 去 る2．月26日 開 催 の 、 第349回 教 育 部 会 は 、 若 林 克 彦 部 会

長 が 議 長 を務 め て行 わ れ ま した 。 まず 、若 林 部 会 長 よ り、 「要 請

書 具 体案 の検 討 」 と題 して解 説 が あ りま した 。 高 大 一 貫教 育機 関

は、7年 間 で 修 士 レベ ル ま で の 教 育 を 可 能 とす る機 関 で あ る。 企

業 に とっ て は、2年 早 く修 士 レベ ル の 実 践 的 な 技 術 者 を雇 入 れ る

こ とが で き、 大 学 院 に とっ て は、 修 士課 程 入 学段 階 で一 度 修 士 レ

ベル の論 文 を書 き上 げて い る こ とか ら、 欧米 大 学 院 に比 肩 す る高

度 な教 育 を施 す こ とが で き る。現 在 、society5．0と 呼 ば れ る あ ら

ゆ る産 業 、 社 会 生 活 がAIで 解 析 され 、 イ ン タ ー ネ ッ トに接 続 さ

れ 、作 業 が ロボ ッ トに よって 行 わ れ る 中 、 そ の基 礎 とな る数 学 や 情 報 科 学

等 に 関 す る研 究 開発 と教 育 が ア メ リカ ・中 国 に比 して大 き く立 ち遅 れ て い

る。 特 に、 日本 の 学生 は情 報 科 学 の十 分 な トレー ニ ン グ を受 けて い な い。

世 界 的 にAI研 究 者 が 不 足 して い る 中 、 ア メ リカ の4大 企 業 と 日本 企 業 と

の 差 も段 違 い だ。AIが 発 達 した か ら と言 っ て 、 高 度 な判 断 や発 想 は 、A

Iが 取 っ て 代 わ る可 能 性 は 低 い 。 今 の高等 学 校 の よ うに、2年 次 で 文 系 と

理 系 が 分 か れ て 、受 験 に 関係 の な い科 目は全 く勉 強 しな い とい う状 況 で は 、

近 い 将 来 迎 え るsociety5、0に 対 応 で き な い 。す で に 高 専 は完 成 教 育 を標 榜

し、 卒 業 生 の就職 率 は ほ ぼ100％ と 、 産 業 界 か らの 評 判 も 高 い。 こ の成

功 例 を モ デル に、 高 大一 貫 教 育機 関 を提 案 し、 大 学教 育 の質 の 向上 にっ な

げ て い きた い 。

次 に 、提 案 書 の 内容 につ い て意 見 交 換 が あ りま した。 ○提 言 内容 自体 に

問題 は な い が 、 問題 は予 算 で あ る。 低 所 得 者 層 へ の大 学 まで の無 償 化 が先

日閣 議 決 定 され た が 、 これ に7千6百 億 円 か か っ て い る 。 財 源 が厳 しい 中

で 、 高 大 一 貫 にす るメ リ ッ トを強 く打 ち出 して、 予 算 を 出す 側 を説 得 しな

けれ ば な らな い。 ○ 欧米 の大 学 で は 、 学修 内容 も さる こ とな が ら、 社 会 に

出 て何 を した か が求 め られ て い る。 日本 の 大 学 に入 るま で の期 間 に一 番 勉

強 した とい うの で は、 当然 世 界 大 学 ラ ンキ ン グ も低 下 して しま う。 ○ 進 路

は遅 く と も高 校1年 次 終 了 ま で に は 決 定 させ た い。 ○何 歳 で どの教 育 機 関

に入 るか を 固定化 す るや り方 は時 代 に合 わ ない。 弾 力化 し、優 秀 な 人 材 は

早 い 年 齢 か ら高等 教 育 を受 け させ た ほ うが よい。 ○ 当 団体 で は 、す で に5

年 前 に 「幼 保 か ら 大 学 ・大 学 院 ま で の抜 本 的 改革 」 要 請 書 を政 府 へ 提 出 し

て い る。 この 要請 書 に肉付 けす るか 、 今 回 の提 言 か ら重 要 部 分 だ け を抜 き

出 した 形 で作 るか 、改 めて検 討 した い 。

☆資料代 会員は五百円に ご協力御願い申し上げます。

次 回 、3． 月26日 （火 ） の 教 育 部 会 に

御芳名

出 ・ 欠 （いずれかに○印）

事務局宛FAxO3－3507－8587

貴方様 のFAX 電話

テロ対策への警備 からの要請上 、会員に限ります。非会員 で

参 加 希 望者 は、2日 前 まで に履 歴 書 をご提 出 下 さい。

（その場合の当 日会費 は二千円 とな ります）
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